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１２
月
６
日
、
瀬
戸
内
市
の
初
代
市
長
に
就

任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
そ
の

重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
私
は
選
挙
戦
を
通
じ
て
「
み
ん
な
元
気
で
、

な
か
よ
く
（
協
力
し
て
）
ま
ち
づ
く
り
、
人

づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
ま

し
た
。 

　
地
方
自
治
の
大
き
な
目
標
は
、
住
民
の

「
幸
せ
（
福
祉
）」
づ
く
り
で
す
。
考
え
て
み

ま
す
と
、「
幸
せ
」
感
は
、
人
に
よ
っ
て
千
差

万
別
で
す
。
し
か
し
、
だ
れ
に
も
共
通
し
て

言
え
る
こ
と
は
、
ま
ず
「
元
気
」
で
あ
る
こ
と
、

「
な
か
の
よ
い
」
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

人
が
元
気
で
、
な
か
の
よ
い
こ
と 

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
男
性
も
女

性
も
、
健
常
者
も
障
害
の
あ
る
人
も
、
み
ん

な
元
気
で
な
か
が
よ
い
こ
と
。
み
ん
な
生
き

生
き
と
学
び
、
働
き
、
協
力
し
、
さ
ら
に
は

安
ら
ぎ
と
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
人
が
住
む

都
市
（
ま
ち
）。 

 

ま
ち
が
元
気
で
自
然
と
な
か
の
よ
い
（
共
存
）

こ
と 

　
海
・
山
・
川
・
平
野
、
豊
か
な
自
然
環
境

と
共
存
し
、
歴
史
・
芸
術
・
文
化
の
薫
り
高

い
都
市
（
ま
ち
）。
ま
た
、
全
国
に
開
か
れ
、

大
勢
の
人
や
物
・
情
報
が
行
き
交
い
、
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
都
市
（
ま
ち
）。 

 

産
業
が
元
気
で
な
か
の
よ
い
（
バ
ラ
ン
ス
）

こ
と 

　
恵
ま
れ
た
自
然
と
豊
か
な
経
験
を
有
す
る

農
業
・
漁
業
が
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
産
物
を
持
続
的
に
提
供
し
、
高
い
付
加
価

値
と
競
争
力
を
も
つ
こ
と
。
一
つ
の
業
種
に

集
中
せ
ず
バ
ラ
ン
ス
よ
く
工
場
が
立
地
し
、

商
工
観
光
が
元
気
で
雇
用
の
確
保
や
若
者
の

定
住
が
で
き
る
都
市
（
ま
ち
）。 

 

市
役
所
（
行
政
）
が
元
気
で
な
か
の
よ
い
（
協

働
）
こ
と 

　
地
方
が
自
分
で
責
任
を
持
ち
、
自
分
で
決

定
し
て
い
く
時
代
で
す
。
地
域
の
独
自
性
を

生
か
し
た
政
策
を
創
造
し
、
実
行
し
て
い
く

と
同
時
に
住
民
や
企
業
、
大
学
な
ど
と
協
働

し
て
い
き
ま
す
。
市
役
所
は
、
住
民
の
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と

と
も
に
、
職
員
は
常
に
自
己
啓
発
に
努
め
、

積
極
果
敢
に
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
す
。 

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
・
検
討
か
ら
ス
タ
ー
ト 

 

　
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
新
市
の
建
設
計

画
で
約
１
０
０
以
上
の
政
策
が
立
て
ら
れ
て

い
る
中
で
、
特
に
重
点
を
置
い
て
取
り
組
む

も
の
で
す
。 

　
初
年
度
は
、
計
画
や
検
討
す
る
と
こ
ろ
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
ず
、
市
の
総
合
振

興
計
画
と
行
財
政
改
革
大
綱
の
作
成
で
す
。

い
ず
れ
も
経
費
や
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
決
め
ら
れ
た
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。 

○
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

　
・
元
気
高
齢
者
づ
く
り
の
た
め
の
介
護
予 

　
　
防
施
設
な
ど
の
充
実
と
ソ
フ
ト
事
業 

　
・
公
立
病
院
な
ど
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ 

　
　
い
て
の
検
討 

　
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備 

　
・
知
的
障
害
者
厚
生
施
設
の
整
備 

○
ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

　
・
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
の
整
備 

　
・
南
北
幹
線
道
路
の
ル
ー
ト
の
検
討 

　
・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
や
無
線
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム

　
　
な
ど
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
の
導
入
検
討 

　
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
策
定
と
ス
ポ
ー

　
　
ツ
施
設
の
充
実
（
ス
ポ
ー
ツ
立
市
） 

○
輝
き
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

　
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
整
備
計
画
の
検
討 

　
・
観
光
資
源
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
観
光
機 

　
　
能
の
充
実
強
化
（
交
流
人
口
１
０
０
万

　
　
人
計
画
） 

　
・
合
併
市
町
村
振
興
基
金
事
業
（
新
規
イ 

　
　
ベ
ン
ト
事
業
な
ど
） 

　
・
Ｊ
Ｒ
各
駅
周
辺
の
整
備
計
画 

○
教
育
関
係 

　
・
生
命
を
大
切
に
す
る
教
育
を
瀬
戸
内
市 

　
　
の
教
育
の
基
本
と
し
、
モ
ラ
ル
の
高
い 

　
　
人
づ
く
り
を
す
る 

　
・
国
際
交
流
や
国
際
貢
献
を
通
じ
、
視
野 

　
　
の
広
い
国
際
感
覚
を
養
う 

　
そ
の
ほ
か
、
新
市
に
か
け
る
夢
を
話
し
合

う
地
域
懇
談
会
（
仮
称
）
、
市
民
の
提
案
を

政
策
に
取
り
入
れ
て
い
く
シ
ス
テ
ム
作
り
、

男
女
共
同
参
画
・
条
例
策
定
・
文
化
芸
術
の

振
興
な
ど
、
新
市
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
い
、
考
え
、
共
に
行

動
し
、
元
気
で
清
潔
で
思
い
や
り
の
あ
る
市

政
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
み
ん
な
元
気
で
、
な
か
よ
く
、
幸
せ
が
実

感
で
き
る
瀬
戸
内
市
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま

す
。 

幸
せ
実
感
で
き
る
瀬
戸
内
市
を
目
指
し
て 

　
瀬
戸
内
市
の
市
政
の
舵
を
取
る
瀬

戸
内
市
長
選
挙
が
１２
月
５
日
、
市
内

１９
投
票
所
で
行
わ
れ
、
開
票
の
結
果
、

立
岡
脩
二
さ
ん
が
初
代
市
長
に
当
選

し
ま
し
た
。 

　
６
日
、
瀬
戸
内
市
役
所
本
庁
舎
に

初
登
庁
し
た
立
岡
市
長
は
、
大
勢
の

市
職
員
に
拍
手
で
迎
え
ら
れ
、
女
性

職
員
か
ら
歓
迎
の
花
束
を
受
け
取
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
就
任
式
で
は
、

「
合
併
協
議
で
積
み
残
し
た
諸
問
題

を
解
決
し
、
全
国
に
発
信
で
き
る
『
し

あ
わ
せ
福
祉
都
市
』
を
築
い
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
初
代
市

長
と
し
て
の
決
意
を
語
り
ま
し
た
。 
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候補者氏名 

開票結果  （敬称略） 

山本  秀一  

清家  　宣  

立岡  脩二  

6,559 

6,183 

当 8,197

得 票 数  
立岡 脩二市長 
（６４歳・邑久町尾張） 

たつ おか しゅう じ  

平成１２年３月 

から邑久町長 

を務めた 


